
2025年 8月 吉日 

 

各 位 
一般社団法人 日本ダクタイル鉄管協会 

                    九州支部長  清森 俊彦 

 

2025年度『ダクタイル鉄管協会セミナー』開催について（ご案内） 
 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素から日本ダクタイル鉄管協会に対し、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、我が国の水道は、料金収入も伸びない中、施設の大量更新や、近年頻発している地震や水害など

自然災害に対する対策の強化など多くの課題をかかえております。 

当協会では毎年、学識経験者、国等関係機関、事業体の方々を講師にお招きし、広く水道界の課題解決

に向けての一助となることを目的にセミナーを開催させていただいております。                                                                                                                                                                                                                                                                            

今年度は下記要領にて開催いたしますので、是非ご参加くださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

１． 講演内容 

福岡会場は【別添資料－１】を、鹿児島会場は【別添資料－２】をご参照下さい 

２． 開催日ならびに会場 

■福岡会場 

10月  9日（木） 13:30～16:30 アクロス福岡 7F 大会議室 定員100名 

■鹿児島会場 

11月17日（月） 13:30～16:30 ホテル自治会館 4F 401号室 定員 80名 

※会場の位置図等は、会場一覧【別添資料－３】をご参照下さい。 

３． 参加費 

     無 料（交通費等は各自でご負担願います） 

４． 参加申込方法 

     参加申込書【別添資料－４】にご希望の会場と所属、氏名をご記入の上、令和7年９月19日（金） 

までに下記Eメールまたは、FAXによりお申込みください。 

なお、会場の都合により定員に達した場合は勝手ながら先着順とさせて頂きます。 

※日本ダクタイル鉄管協会のホームページ http://www.jdpa.gr.jpでも、ご案内しております。 

５． 申込・連絡先 

     ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせ下さい。 

   一般社団法人 日本ダクタイル鉄管協会 九州支部 

                                TEL 092-771-8928        

FAX 092-406-2256 

 メールアドレス kyu-b@jdpa.gr.jp 

mailto:kyu-b@jdpa.gr.jp
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福岡会場 セミナースケジュール（10月 9日） 

 

講演内容 講演者 時間 

開会挨拶  13:30～13:35 

 

演題Ⅰ 『GX と DXで創る健全な水循環による水道の基盤強化』 

 

今後、人口減少が顕著になるに従って、広域化と官民連携による

基盤強化が必要とされている。加えて、今後は事業体の職員数と供

に、民間企業も水道の関係人口が減少することが予想されており、

これまで以上の効率化が求められている。さらに、世界的な脱炭素

化の進行に伴って、エネルギー価格と物価の上昇は避けられない

状況であり、これまで以上に省エネルギーかつ省資源化が必要と

されている。 

デジタルトランスフォーメーション（DX）とグリーントランスフォーメ

ーション（GX）はこれらの課題解決に非常に有効な一方で、視点を

地理的かつ時間的に広域的に捉える必要があり、長期間に渡る流

域の健全化を目指した施策が必要となる。講演では、DX と GX の

世界的および国内の概況と共に、DXとGXを活用した水道の基盤

強化の事例を紹介したい。 

 

中央大学 理工学部  

人間総合理工学科 

 

教授 山村 寛 様 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

 

13:35～14:55 

（80分） 

質疑含 

休  憩  14:55～15:10 

 

演題Ⅱ 『水道における災害対応  

～『地震等緊急時対応の手引き』R7.3改訂を踏まえて～』 

 

現在、地震・風水害をはじめ自然災害が激甚化、頻発化するとと

もに、南海トラフ巨大地震、首都直下地震など大規模災害の発生

も危惧されている。 

水道界においては、日本水道協会が策定した「地震等緊急時対

応の手引き」の枠組みに基づき応援活動が実施されており、R6 能

登半島地震においてもその有効性が再認識される一方、様々な課

題も顕在化した。 

日本水道協会では能登半島地震の教訓をもとに令和７年３月に

本手引きを改訂したため、新たな手引きの枠組みと災害対応にお

ける水道事業者の留意点等について解説する。 

 

日本水道協会 

 総務課 担当課長 

（総合調整係長事務取扱） 

  

二宗 史憲 様 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

 

 

15:10～16:30 

（80分） 

質疑含 

 

 

閉会(アンケートご記入) 
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鹿児島会場 セミナースケジュール（11月 17日） 

 

講演内容 講演者 時間 

開会挨拶  13:30～13:35 

 

演題Ⅰ 『近年の自然災害時における 

ライフライン施設の機能支障』 

 

令和6年元旦に発生した能登半島地震や令和元年の房総

半島台風など近年の自然災害の際の上水道施設の被害や、

それに伴い発生した断水等の機能支障の事例を紹介する。さ

らに、他のライフラインの事例として電力施設の地震防災対策

に関する話題提供を行う。 

 

 

 

 

千葉大学大学院 工学研究院 

  融合理工学部 

    都市環境システムコース 

 

教授 丸山 喜久 様 

13:35～14:55 

（80分） 

質疑含 

休  憩  14:55～15:10 

 

演題Ⅱ 『水道料金改定と管路更新』 

 

横浜市水道局は、令和 3年 7月に 20年ぶりとなる料金改

定を実施しました。改定に当たっては、外部の有識者や利用者

（市民、事業者）を委員とする「横浜市水道料金等在り方審

議会」で様々な議論をしていただき、令和元年 9 月に答申を

いただきました。その後、令和 2 年 12 月の議会において、附

帯意見が付された上で原案が可決しました。これらの経緯の

中で議論された管路の更新・耐震化を主とした将来に向けた

施設整備水準やダウンサイジングの取組等についてお話しま

す。 

 

 

 

横浜市水道局 施設部長 

 

小西 孝之 様 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

 

 

15:10～16:30 

（80分） 

質疑含 

 

 

閉会(アンケートご記入) 
 

 
 



2025年度　日本ダクタイル鉄管協会セミナー

会   場   一   覧
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①福岡会場 10月9日(木） 13：00 受付開始

アクロス福岡 福岡市中央区天神1-1-1

℡ 092-725-9113

②鹿児島会場 11月17日(月) 13：00 受付開始

ホテル自治会館（市町村自治会館）

鹿児島市鴨池新町７−４ ℡ 099-206-1010

◆西鉄福岡天神駅から徒歩10分

◆地下鉄空港線天神駅から徒歩5分(16番出口直結)

(C)ACROS Fukuoka

＜鹿児島中央駅から約20分＞

市営バス9・16・20・27番線 「県庁前」バス停下車

市営バス11番線 「県庁西」バス停下車

鹿児島交通32番線 「県庁前」バス停下車

＜天文館から約20分＞

市営バス16・31・32番線 「県庁前」バス停下車

市営バス11・12番線 「県庁西」バス停下車

鹿児島交通16・23番線 「県庁前」バス停下車

＜鹿児島市電「郡元駅」から徒歩約15分＞

【駐車場のご案内】

自治会館内に有料駐車場がございます。

なお、鹿児島県の市町村職員の方は、無料となりますので

駐車券と所属がわかるもの(ネームプレート・名刺等)を

フロントにお出しください。



（一社）日本ダクタイル鉄管協会　九州支部　宛

※送付状は不要です

参加希望　会場　　(番号に○をつけてください）

◆参加希望者の所属名、氏名を下記にご記入下さい。(経験年数は任意）

◆その他、ご意見・ご要望・講演内容についての質問等がございましたら、お書き添えください。

◆連絡先　

◆◆◆Ｅメールでお申し込みの場合は、下記のアドレスまで送付お願いします◆◆◆

Ｅ－mail　　kyu-b@jdpa.gr.jp

担 当 者 お 名 前

電 話 番 号

メ ー ル ア ド レ ス

事 業 体 名 及 び 会 社 名

ダクタイル鉄管協会  セミナー参加申込書

2.鹿児島会場　11月17日(月)1.福岡会場 10月 9日(木)

所　　属　　名 氏　　　　　名 水道経験年数

FAX  ０９２－４０６－２２５６
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